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(100)耳 鼻咽喉科 領 域 に お け るDoxy・

cyclineに 関す る基礎的な らびに

臨床的研究

岩 沢 武 彦 ・木 戸 勉

札幌逓信病院耳鼻咽喉科

(誌 上 発 表)

新Metacycline誘 導体Doxycyclineに 関 して,細 菌

学的,吸 収,排 泄,体 内分布 および臨床治験成績 などに

ついて検討を行な つ た の で,そ の成績 の概要を報告 し

た。

1基 礎的検討

1)細 菌学的成績:化 膿性中耳炎耳漏分 離 のC◎agu-

lase陽 性ブ ドウ球菌40株 に対 するDOTCの 抗菌力は・

低濃度のo.19～o.39mcg/mlと12・5～50mcg!mlと

の部分に2峰 性 分布 を示 して い た。 他 のTC系5剤 は,

o.32～3.12mcg/m1と25～100mcg/mlと に感 受性 分

布が集中してお り,DOTCは これ らTC系 抗 生剤 よ り

2～4段 階感受性が高かつた。なお他の8種 抗生 剤 と も

抗菌力を比較 した結果,DOTCは は るかに抗菌力がす ぐ

れていた。 またDOTCは,OTC,CTCな どと高濃度の

部分で交叉する傾 向が認め られた。他の病巣分離 の溶 レ

ン球菌6株 は,o.19mc9/m1で 阻止 され,緑 膿菌 変形

菌,大 腸菌な どのグラム陰性桿菌群は,100mcg/m1で

発育が阻止 され なかつた。マ ウス実験的ブ ドウ球菌感染

症におけるDOTCの 感染防禦実験 では,TCお よび対

照群 に比し,全 例生存 し治療効果は良好であつた。

2)血 中濃度:健 常3例,DOTC内 服1,2時 間後 よ

り上昇傾向がみられ,4時 間後(3・2mc9加1)にPeak

に達 し,8時 間後(2.88mcg/m1)も ほ とん ど変化 な く,

12時 間後1・23mcg/m1で,な お2`!1時間後(o、82mcgl

ml)も 測定可能で長時 間血 中に維持 されて いた。 また慢

性副鼻腔炎3例 の測定成績 もほ とん ど同様な数値 がえら

れた。

3)尿 中排泄;DOTC200mg内 服12時 間までの尿

中総回収率は,平 均8.9%で あつ た。

4)組 織内濃度:健 常 ラッ ト20mg!kg筋 注 で,血 清

より肝,腎 に高 く分布 し,つ いで肺,心,脾 の順 であつ

た。手数例の口蓋扁桃 咽頭扁桃,上 顎洞粘膜組織 内は ,

DoTC200mg内 服4時 間後 で
,o.4～o.7mcg/9の 移

行を認めた。

五 臨床使用成績;耳 鼻咽喉 科領域 の 代 表 的 感 染 症

34例(急 性化膿性 中耳炎7例,慢 性化膿性 中耳炎6例 ,

耳痛3例,急 性腺窩性 扁桃炎13例,扁 桃 周囲膿瘍2例,

急性副鼻洞炎3例)に 対 して,DOTCを 経 口的 に初回

1日200mg,以 降100mg内 服 させ,ま た 局 所 的 に

DOTCsmg/ml水 溶液を調整 し,1日1回0・5m1を 点

茸耳浴,鼻 内 ネブ ライザ ・一噴霧 に使 用し臨床効 果を検討

した結果,著 効13例,有 効12例,や や有効5例 お よ

び無効4例 とな り,そ の有効率は著効,有 効 例を合算す

ると25例74%の 好成績をえた。 なお病巣 よ りグ ラム

陽性 球菌 を分離 した症 例に有効例が多かつ た。

皿 副作用:臨 床的副作用は,DOTC経 口投 与 例 に

悪 心,嘔 吐3例 がみ られ与薬を中止 した。6例 のDOTC

投 与1週 間前後の 血 清 電 解 質(Na,K,CL,K),肝 機能

(ZTT,TTT・GOT・GPT) ,お よ び 聴力検査成績(15DB

以 内)で は とくに悪影響をお よぼす所見は認め られなか

つ た。

(101)Doxycyclin.eに よる耳 鼻咽喉 科感

染症 の治験

三辺武右衛門 ・太田 昇 ・村上温子

関東逓信病院耳鼻科

徐 慶 一 郎

関東逓信病院臨床検査科

(誌 上 発 表)

Doxycycline100m9内 服後3,4,6,8,19時 間に

採血 して各血清 につ いて209P株 増殖阻止作 用を増 殖曲

線に及ぼす影響か ら検討 した。阻止効果は4時 間で最高

に達 し,8時 間 と19時 間にお いては ほぼ同程度の菌増

殖阻止効果が認め られた。 また耳鼻科 感染症 から分離 し

た菌に対す る抗菌試験成績につ いて も述べ る。

耳鼻咽喉科感染症について本剤 による治療 を 行 な つ

た。投与方法は初 日は200mg,そ の翌 日か らは1日100

mgの 投与を行ない治療経過を観察 した。治療効果 の判

定 は著効,有 効,無 効の3段 階 に分け て行 なつ た。 これ

らの治療成績について述べ る◎今 日までの臨床応 用では

特 に副作用は認め られていない。

(102)慢 性副鼻腔炎に対す る ビブ ラvイ

シンの使用経験

加 藤 純 彦 ・加賀谷禎砧

徳島大学医学部耳鼻咽喉科学教室

(誌 上 発 表)

抗生 物質が慢 性副鼻腔炎の治療に使用 され るよ うにな

り,そ の治療効果に関す る報告 も少な くない。慢性副鼻

腔 炎に化学 療法を行な う場合,抗 生物質を局所的に投与

す るほ うが全 身的に投与する よ りも良好な成績が得 られ

る といわれ て い る が,今 回は慢性 副鼻腔 炎37症 例に
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vibramycinの 全身投与 を行ない,そ の成績にみ るべ き

ものがあつた ので報告 した。 ま たvibramycinのMIC

価 を耳鼻咽喉科領域疾患 の病 巣から分離 した徳島大学病

院 中央 検査室保存 のコアグラーゼ陽性 ブ ドウ球菌16株

につ いて求め,従 来 のTCのMIC価 も同 時 に検 し,

比較 してみた。

対 象症例に た い す るvibramycinの 投与方法は初回

200mg,2日 日以降 は100mg/dayを 投与 した。投与期

間は4週 間 とし,有 効 な場 合 も無 効な場合 も投与を中止

した。薬剤効果 の判定 は4週 間後に行なつた。

得た成績は次 の通 りである。

1)慢 性副鼻腔炎37例 にvibramycinを 投与 して有

効8例(21・6%),や や 有 効15例(40.5%),無 効14

例(37.8%)の 治療 成績 を得た。

本剤投与 に際 してみられた副作用は 胃痛2例(5.0%),

舌炎1例(2.5%)で,重 篤な副作用はみ られなかつ た。

更に17例 にvibramycin投 与の前後に施行 した血液一

般検査,尿 検査,肝 機 能検査に異常所見を認めなかつ た。

2)中 鼻道 から検出 された細菌 とvibramycinの 有効

度 との間に特 別な関連性はな く,vibramycinは 広 い範

囲 の細菌感 染症に有効であ ると考え られた。

3)耳 鼻咽 喉科領域疾患の病巣 よ り分離 した コァグ ラ

ーゼ陽性 ブ ドウ球 菌16株 にたいす るvibramycinのMIC

価はTCのMIC価 よ り低 い価 を示 した。

(103)Doxycyclineの 眼科的応用に関す

る基礎的研究

徳 田 久 弥 ・湊 谷 寛 治

熊大 眼 科

(誌 上 発 表)

Doxycyclineの 眼内移 行,房 水に よる不活性化,眼 局

所障害度お よび種 々の眼疾 患よ りえられたブ ドウ球菌の

本剤に対す る感受性分布等 をTCと 比較 検討 したのでそ

の成績 を報告 する。

1)眼 内移行

家兎に50mg/kg経 ロ投与 し,24時 間にわ たつて血 清

お よび房水 内濃度 を測定 した結果 では,両 者 ともに ピー

DOTC

TC

表2

≧100mcg/m1

0

0

5

8.8%

クは2時 間 後 に み とめ られ,血 清 で は1・65～0・4mcg/

m1,房 水 で は1.08～0.14mcg/m1と か な りの 幅 がみ ら

れ た 。

12時 間 後 で も 血 清 内濃 度 はo.65～o・24mcg/ml,24

時 間 後 な お0.37～O.13mcg/m1と 良 い 持 続 性 を 示 して

い た 。 い つ ぼ う,房 水 濃 度 は12時 間 後0・3～0・07mcgノ

1n1,24時 間後o.15～o.05=mcg/m1で,こ れ もか な り長

時 間 に わ た つ て 移 行 す る こ とが 判 明 した 。

次 に 同 一 の 家 兎 群 を も ち い ク ロス ・オ ーバ ー法(7日

間 隔)で 眼 内 移 行 比 較 実 験 を 行 な つ た 成 績 で は,投 与 量

を 同 一 とみ な して 計 算 し た 場 合 に はtDOTCの ほ うが

TCよ りも血 清 で ピー ク,持 続 性 と も に や や す ぐれ てい

る とい う結 果 が え られ た 。

表1DOTCとTCの 眼 内 移 行 比 較

12461224時 間

DOTC(100mg)0。580.150.560.220.3e.3

血 清TC(250mg)O,51.131・00・760・380.5

DOTCO.090.1150。1150、150.10.094

房 水TCO、380,440、360.470.360.47

2)房 水 お よび 血 清 に よ る不 活 性 化

10mcglm1溶 液 を 用 い2時 間 後 に 測 定 し た 成績 で は,

血 清 でDOTC:70～80%,TC:62%,房 水 でDOTC:

88～94%,TC:72%で 回 収 率 は 相 当 に 低 か つ た 。 但 し

低 濃 度 溶 液 で は こ の 値 は 約1/2に 減 少 した 。

3)眼 局 所 障 害 度

前 房 内に 注 入後,家 兎 房 水 蛋 白量 の増 加 を調 べ た 成績

で は,そ の増 加 率 はTCの436.4%に く ら べDOTC

は550,6%で あ つ た(生 食 水:21.6%),-0.5%溶

液 憲 用24時 間 後 の 成 績 一

い つ ぼ う,フ ル オ ロ メ ト リーの 成 績 で も生 食 水 の26.3

%に くらべTC:63.7%,DOTC455.2%でDOTCの

障 害 度 のほ うが や や 目立 つ て い た 。

4)ブ ドウ球 菌 の 感 受性 分 布

種 々 の眼 病 巣 よ りえ ら れ た 最 近 の 株57株 につ いて検

討 した と こ ろ では,表2に 示 す よ うで あ つ てDOTCの

ほ うが 高 感 受 性 株 が 多 く耐 性 株 が 少な か つ た。

DOTCとTCに 対す るブ ドウ球菌の感受性分 布(57株)

50

1

1.8%

7

12。3%

25

3

5.3%e

1

1.8%

12.5

2

3,5%

0

0

6,25

4

7.0%

2

3.5%

3.13

4

7.0%

1

1,8%

1.56

2

3.5%

1

1.8%

0.78

1

1.8%

0

0

0.39

0

0

0

0

<0.2

40

70%e

40

70%
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(104)Doxycyclineの 眼 科 的 癒 用

葉田野 博 ・萱場忠一郎

針 生 ア イ ・佐々木一之

東北大学眼科(主 任:桐 沢長徳教授)

(誌 上 発 表)

Doxycycline(DOTCと 略)はmetacyclineか ら合成

された新しい抗 生 物 質 で,従 来 のtetracyclineよ り少

量で有効で,組 織 内濃度 も高 いといわれて いる。今回,

本剤について眼科領域について検討を加えたので報告す

る。

工 細菌学的検討

眼科外来を訪れた眼感染症 患者 より分離 した病 原性 ブ

菌42株 に対す るDOTCの 感受性をTC,CP,EMの そ

れと比較 しなが ら検討 した。 前記4種 のMICの 分布 を

みるとDOTC,TC,EMは1.56mcg/m1以 下 に集 中し,

DOTC,TCは66%,EMは76%を 示 した。 またCP

は12.5mcg/m1以 上を示 し,耐 性菌 と思われ る菌 株 の

分布 をみ る とTCは21.4%,EMは11.9%,CPは

7・1%oを 示したがDOTCは これ らの菌株 を 少な くとも

50mcglm1以 下で発育を阻止 し,結 局DoxのMICは

TC,EMと 同じく1.56mcg/m1以 下に集中 し,100mcg/

ml以 上のMICを 示す菌はみ られなかつた。

皿 吸取,分 布の検討

3kg前 後の白色成熟家兎 を用 いDOTC100mg/kg経

ロ投与 し,そ の後経時 的に血液 お よび前房水 を採取 し,

B・subtilisPCI219を 検 定 菌 とす る薄 層カ ップ法に よ

り,そ の濃度を測定 した。血清 内濃度 は,投 与後120分

でピークとな り3.97mcglmlを 示 し,ま た 前房水 内濃

度のピー クは180分 でo.41mcg/mlを 示 した。そ の房

血比は120分 で47.8%,180分 では12.9%を 示 し,

前房内移行はさほ ど良好 とは思えず,や は りTCと 同様

P。。「penetrat。rと しての性格を有す ると思わ れ る。次

に家兎に上記 と同量投与 し,血 清内濃 度が ピー クと思わ

れる120分 時に眼球を摘 出 し,そ の眼組織内濃度を測定

したが,そ の移行は結膜,網 脈 絡膜,眼 筋,虹 彩お よび

前房水,強 膜,角 膜,硝 子体 の順 に多 くみ られ,無 血管

組織であ る強膜,角 膜,硝 子体 の移 行 量 はinvitroに

おける有効濃度o.78～1.56mcg/mlに 達 せず,や は り

眼内移行に関 してはpoorpenetratorを 思わせ た。 しか

し,い つ ぼ う,DOTC10mcg/ml水 溶液 を家兎に5分

毎に1回,計5回 点眼 し(1回0.2m1),そ の角膜 の侵透

を蛍光顕微鏡に観 察す ると,容 易に角膜 を侵透 し,前 房

水,虹 彩に までお よぶのが認め られ,こ れは,他 のTC

系の抗生物質 と異な る点で本剤の特異性を示す もの と思

われ る。

W臨 床効果に関す る検討

本剤を眼感染症患者23例(角 膜 感染 症16例,外 眼

部感染症7例),術 後感染予防9例(眼 瞼 内反症2例,眼

瞼下垂1例,白 内障3例,翼 状片2例,角 膜 移植1例)

に1日200mg1回 分服せ しめ,有 効例31例,無 効1

例(角 膜感染症)で,お おむね 良好 なる成績 を得た。 ま

た 胃腸 障害,悪 心,嘔 吐等の副作用は2例 に認 められ た

が,投 薬を中止する ことに よ り症状は軽快 し,そ の他特

に忌む べ き症 状はみ られなかつた。

(105)Vibramycinの 眼 科 的 応 用

三国政吉 ・大石正夫 ・周田茂雄

今井正雄 ・高橋篁子

新潟大学眼科教室

(誌 上 発 表)

Vibramycinの 眼科 的応 用 に 関 し,基 礎 的 並 び に 臨 床

的 に検 討 した成 績 は下 の 如 くで あ る。

1)教 室 保 存 の 眼感 染 症 の 主 な る 起 炎 菌,8菌 種34

株 に 対 す る本 剤 の最 小 発 育阻 止濃 度 はKOCH-WEEKS菌

0.1mcg/m1,MORAX-AXENFELD菌0.39mcg/ml,肺

炎 球 菌o.04～o.78mcg/m1,ジ フ テ リー菌o.04～o.19

mcg/m1,淋 菌o.04mcg/ml,レ ン サ 球 菌o.19～o.39

mcg/m1,ブ ドウ球 菌o.19～o.78mcg/mlお よ び緑 膿 菌

12.5～25mcg/mlで あ る。

2)病 原 性 ブ 菌100株 の 感 受 性 は ≦o.1～25mcglml

の範 囲 に 分 布 し,分 布 の 山 は ≦O.1mcg/ml(36%)お

よ び10mcg/ml(3%e)の2ヵ 所 に あ る。2.5mcg/ml以

下 で95%が 発 育 を阻 止 され た 。

3)成 人4例 に2001ng1回 経 口投 与 し,血 中 濃 度 の

推 移 を み る に,peakは2時 間 後 に 得 られ,24時 間 後 も

全 例 測 定 可 能 であ つ た。

4)白 色 家 兎 を 用 い て 本 剤 の前 房 水 内移 行 を み るに,

40mg/kg経 口投 与 で は3時 間 後o.2mcgXmlのpeak

値 に 達 し,以 後 漸 減 し24時 間 後0.04mcg/ml。 同時 に

測 定 した 血 中 濃 度 は3時 間 後peakで2.6mcglml,24

時 間 後o.08mcg/mlで あ る。o.5%e液5分 毎5回 点 眼

で は1/2時 間o.1mcg/ml,peakは4時 間 後 でo.75

mcg/ml,6時 間 後 はo.18mcg/mlで あ つ た 。3mg/o.3

ml結 膜 下 注 射 ではpeakは2時 間 後 で263mcg/ml,

6時 間 後 はo,12mcg/mlで あつ た 。

5)前 房 水 内濃 度 のpeak時 に 眼 球 を 摘 出 し,眼 組 織

内 濃度 の分 布 を み た 。経 口投与3時 間 後 で は 外 眼 筋 に 最

も高濃 度 に 移行 し,次 い で 眼瞼,球 結 膜,虹 彩 毛 様 体,

網脈 絡 膜,前 房 水,強 膜 の 順 で 角膜,水 晶 体 お よび 硝 子
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体 では測定不能。点 眼4時 間後では外眼筋,眼 瞼,虹 彩

毛 様体,角 膜,球 結膜,前 房水の順で経 口投与 よ りやや

良好の移行濃度がみ られ たが,水 晶体,硝 子体 お よび網

脈絡膜 では測定不能 であつた。結膜下注射2時 間後 では

外眼筋 で最 高濃度 が得 られ,次 いで眼瞼,球 結膜,強 膜,

角膜,前 房水,網 脈 絡膜,虹 彩毛様体,硝 子体 の1順で水

晶体み の測定 不能で,前2者 に くらべ高濃度 が移行 す る

傾 向がみ られ た。

6)麦 粒腫12例,眼 瞼膿瘍2例,急 性涙嚢 炎お よび

眼窩蜂 案織炎各1例,角 膜浸潤3例,角 膜潰瘍9例,角

膜異物5例 お よび化膿性虹彩毛様体炎1例 の計37例 に

本剤を初 日200mg,2日 日か ら100mg(3例 のみ1日

200mgを 連 日)投 与 した。3～15日 間に本剤総量400

～3,000mgを 用い,本i剤 耐 性 のブ菌 を検出 した2例 お

よび緑膿菌 によるもの1例 の計3例 に無効であつたが,

その他 の症例 にそれ ぞれ有 効であつた。眼手術後の感染

予防症例23例 に本剤を初 日200m9,翌 日よ り100m9,

7日 問 に総量800mgを 投 与し,全 例なん ら感染をみず

有効 であつ た。

7)以 上,総 計60症 例中6例 に食欲不振,嘔 気,嘔

吐 な どの症状 が本剤投与中にみ られた。 これ らの うち3

例は投薬 を中止 したが,他 は継 続投与が可能 であつ た。

そ の他副作 用 として,ア レル ギー反応等重篤 なものは1

例 にもみられ なかつた。

シンポ ジウムIU

ぺニメビサ イク リン(ハ イ ドロサ イク リン)

(106)Penimepicycline(Hydrocycline)

の 抗 菌 作 用

小松信彦 ・小黒義五郎 ・土居卓治

昭和大学薬学部微生物薬品化学

(誌 上 発 表)

PEDRAZZOLIら の創 製 に よ るPenimepicyclineの 化 学

名 は4-(β 一hydr◎xyethyl)-diethylenediaminomethyl-

tetracyclinephenoxymethylpenicillinateで,Tetracy-

cline(TC)のhydroxyethylpiperazine誘 導 体 とPeni-

cillinV(PC-V)と の 等 モ ル 結 合 塩 で あ り,生 理 的pH

域 で水 に きわ て 易 溶 性 で 生 体 内 に お け る吸 収 が 速 や か な

広 域 抗 生 物 質 で あ る。

わ れ わ れ は この物 質 の 性 質 に 興 味 を もち そ の 抗 菌 作 用

に つ い て実 験 を行 な つ た 。 まず 種 々の グ ラ ム陽 性 お よび

陰 性 細 菌33株,真 菌7株,原 生 動 物1株 に つ い てin

vitro抗 菌 スペ ク トル をTCお よびPC-Vと 比 較 して

調 べ た が,そ の結 果 は 大 体 に お い て 本 来PC--Vに た い

して 感 受 牲 の 強 い菌 種 に た い す る 本 剤 の 効 果 はPC-V

に近似 し,い つぼ うTCに 成受性 の強い菌種 にたいして

はTCの 抗菌 スペ ク トルに近い様相を呈す る ものであつ

た。 しか し一 部の菌 種(PC人 工 耐性ブ ドウ球菌,ジ フテ

リア菌,Sarcinaluteaな ど)に た いし て はPC-Vや

TCよ りもは るかに強い抗菌 力を示す こと が 認 め ら れ

た。

次に1型 肺炎球菌 の実験的 マウス感染症 お よびブ ドゥ

球菌感染 に よるマ ウスの腎膿瘍形成 にたいす る治療効果

を調べ た ところ,こ れ らの感染症にたい しPenimepicy・

cline,TC,PC-Vの3薬 剤 とも大差 な く有効 であつた。

(107)患 者材料か ら分離 された各種細菌

の試験管内に おけ るPenimepicy-

cline(Hydrocycline)感 受性

中 村 正 夫 ・森 耕 一

国立東京第一・病院研究検査科

(誌 上 発 表)

各 種 細菌 のHydrocyc!ine感 受 性 を寒 天 平 板稀 釈 法 で

測 定 し,抗 菌 ス ペ ク トラ ムを み る と,グ ラ ム陽 性球 菌 で

はhemolyticStreP彦ococc%3は 最 も感 受性 高 く,多 くの

株 がMlco.047～e.097mcglm1を 示 す 。staphptlococ一

傷 ∫ 傭 γ¢粥 も感 受性 は 高 い が,株 に よ り,著 る し い差

が 認 め られ る。 グ ラ ム 陽 性 桿 菌,Baciltussubtilisも

o.1mcglm1以 下 のMICで あ り,Enterococcusは6.2

mcg/m1で,他 の 菌 種 に 比 しや や 感 受性 は 低 い。

グ ラム 陰 性 桿 菌 は 陽 性 菌 に比 し,一 般 に 感 受 性低 く,隔

従 来 の 保 存 菌 株 で はE.coli,ShigellaもMIC1.6～3.1

mcg/m1を 示 す が,新 鮮 分 離 株 で は>100mcg/mlの も

の が 多 い 。Preteus,Pseudomenes,Kiebsiel彦aは50～

100mcg/m1で あ つ た が,SalmenellatyPhiは 新 鮮分離

株 につ い て も,3株 行 なつ たす べ て の 株 が3.1mcglml

の価 を示 した 。

次 に 臨 床 材 料 か ら の新 鮮 分 離 株,特e=StaPhylococcus

aureus20株 を 中 心 に 観 察 す る と,1.56～3.12mcg/ml

お よび50～100mcg/mlのMlcを 示 す2つ の群 に分 け

ら れ る。 この 感 受 性 の型 は他 の 抗 生 物 質PC,SM,TC,

CP,EM,LM,OM,SPMお よびKMに つ い て も同 じ よ う

に 認 め られ る。 しか しPCお よびTC単 独 使 用 の 場合

に比 し,Hydr。cyclineは や や 良好 な成 績 を 示 して い る

と思 わ れ る。

グ ラ ム陰 性 桿 菌 とし てE.coli22株 に つ い て み た 結果

で は,HydrocyclineのMICは12.5～100mcg/m1の

間 に あ り,特 に22株 中14株 が100mcg/mlの 値 を示

す こ とは,本 剤 が 且 ω露 に は あ ま り効 果 を 示 さ な い こ

とを 思 あ せ る。 そ の 他 の抗 生 物 質,SM,DOTC,CP,KM
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に比較して,こ の成績はやや劣 る。

交叉耐性をPC,SM,TC,CP,EM,KMと の間でみ ると

StaPhylococcusaureus}こ つ い てHydrocyclineの み

6.25meg/ml,他 の 薬 剤 に は50～100mcg/mlのMIc

を示す1株 が認め られたが,他 の株はPCあ るいはTC

の どち らかの感受性値に一致 した値を示 し,特 に相乗 相

加作用 と考え られ るものは認め られない。 但し,PC,TC

とも に>1001ncg/m1で あ る が,Hydrocyclineに25

mcg/mlの 値を示 した1株 がある。 しか し,こ れ を臨 床

的にみた場合,こ の程度のMICで はHydrocycline感

受性株 とはいい難い と思 う。E.coliitこ つ い て は一般 に

感受性が低 く,他 剤 との交叉耐性 につ いて も認め るべ き

所見は得 られなかつ た。

結び:試 験管内抗菌 衝に関 しては グラム陽性菌,特 に

hemolyticStreptoeoccusは 高 い感受牲 を示 す が,他 の

薬剤の抗菌力 との間に著 明な差は認め難い。 しか し生体

に使用 され る場合の吸収,あ るいは毒性 などの点 で良好

な成績を示すな らば,PCかTCに 感受性あ る菌種の治

療には有意義な薬剤 と考え る。

(108)Hydrocyclineの 内 科 的 応 用

鈴 木 豊 明

東京警察病院内科

(誌 上 発 表)

今回Hydrocycline(Penimepicycline)を 内科領域 の

細菌感染症に使 用し,次 の如 き成績を得た。

対象は細菌性肺炎1,肺 化膿症2,上 気道感染症4,

尿路感染症1,胆 嚢炎1で,投 与方法は250mgま たは

500mg1日2回 筋注を原則 とし,使 用期 間は3～10日

間であ る。

成績:グ ラム陰性桿 菌(TC感 性)に よる左下葉細菌性

肺炎例は250mg6時 間毎筋注 で24時 間後分利的 に下

熱,3日 日には平熱,臨 床所見 の消退,理 学所見 の改善

をみ,6日 間総量2.759使 用,3週 後 の胸部X線 像 で

陰影は完全に消失 した。

肺化膿症の うち,ブ ドウ球菌 による急性例には著効を

認めたが,年 余にわたる種 々の抗生剤使用に よ り小康 を

得ていた慢性肺化膿症 の再燃例(グ ラ ム陽 性 球 菌,抗

TOグ ラム陰性桿菌)は 本剤の初回使用で 臨床所見 の改

善を認めたが,使 用中断2カ 月後 の再使用 では無効 ・窟

且っPMC耐 性が認め られた。

上気道感染症 は1例 を除 き,PC,TCそ の 他 の抗生i剤

の耐性株 による感染 であるが,い つ れも2～4日 で下熱,

臨床所見 の消退 と著効 を認あ た。起 炎菌 として抗PCブ

ドウ球菌,抗PC,抗CP溶 連菌,抗TCグ ラム陰性桿

菌の3例 が含 まれてい る。

緑膿菌性膀胱炎例は,セ ポ ラ ン無効 であつた ものであ

るが,本 剤250mg1日2回 筋注 で5日 間 で尿所 見の改

善,7日 目には無菌 となつたo

胆石を伴なつ た 胆嚢炎(大 腸菌)の1例 は500mg1

日2回 筋 注8日 間で臨床所見は軽快 したが,そ の後胆嚢

切 除術実施,摘 出標本で胆石3コ と慢性炎症像 の残存 を

認 めた。

以上,本 剤は グ ラム陽性菌,桿 菌,グ ラム陰性桿菌 に

好感受性 を有 し,PC,TCそ の他の抗 生剤耐性菌に も感

受性 を示 した。

筋注時 の血 中濃 度は15～30分 でpeakに 達 し,2時

聞 までは比較的高濃度を保つが,次 いで漸減す る。なお

尿中,胆 汁 中に も本剤 の移行が 認め られ る。

ア レル ギー性副作用,発 疹,肝 ・腎機 能障害,血 液像

の変化等の副作用は認め られ なかつ た。 なお筋注時の疹

痛が従来問題に されて いるが,250mgに 比 し500mg

筋 注のほ うが,や や疹痛があ るよ うだが,特 に強い疹痛

を訴えた ものはない。

また本剤は溶解性が優れてい るため,呼 吸器感染 症に

対 し,ネ ブ ライザ ーに よる吸入,ま たは体腔 内に本 剤直

接 注入等 可能で,そ の成績について検討中 である。

いつれに して も,本 剤使用例数が僅少な ので,早 急 な

結論 はさしひ か え る が,極 めて良好な溶解性 と共に,

PC,TC両 者 の効果 を有効 的に活性化す るもの とし て 臨

床的応用が期待 出来る もの と思われ る◎

(109)Hydrocyc1ineに か ん す る 研 究

上 田 泰 一中村 昇 。松本文夫

斎 藤 篤 ・野田一雄 ・大森雅久
肇

古屋千鶴子

東京慈恵会医科大学上田内科

(誌 上 発 表)

Hydrocyclineに つ い て,以 下 の ご と き検 討 を 行 な つ

た の で 報 告 す る。

1)感 受性

2)臨 床成績

(110)ハ イ ドロサイ ク リンの内科的治験

横 田 万 之 助

都立駒込病院内科

(誌 上 発 表)

1)内 服用:計21例 に応用 した。急 性上気道炎群12

例はいずれ も4日 ほ どの使用(1回250mgヵ ブセル1




